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令
和
元
年
度 

東
久
留
米
地
域
支
部
定
時
総
会 

二
十
九
名
の
校
友
が
参
加 

元
号
が
令
和
に
改
ま
り
祝
賀
ム
ー
ド
に

あ
ふ
れ
る
五
月
二
十
五
日
（
土
）
明
治
大
学

校
友
会
東
久
留
米
地
域
支
部
の
定
時
総
会

が
成
美
教
育
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
心
地
よ
い
薫
風
の
中
を
市
内
の

校
友
、
多
摩
支
部
の
柳
沢
幹
事
長
を
は
じ
め

近
隣
の
地
域
支
部
の
来
賓
の
皆
様
を
含
め

て
二
十
九
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

定
時
総
会
は
午
後
一
時
半
に
長
谷
川
役

員
の
司
会
で
始
ま
り
並
木
役
員
の
開
会
の

辞
。
校
友
物
故
者
へ
謹
ん
で
黙
と
う
捧
げ
た

後
、
東
久
留
米
地
域
支
部
の
義
江
支
部
長
が

「
母
校
明
治
大
学
と
当
地
域
支
部
の
現
況

報
告
と
支
部
設
立
十
年
目
に
向
け
て
の
抱

負
」
を
語
り
挨
拶
と
し
ま
し
た
。 

来
賓
の
紹
介
に
続
き
義
江
支
部
長
が
松

江
副
支
部
長
を
議
長
に
指
名
し
定
時
総
会

の
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
報
告
事
項
と
し
て

川
島
役
員
よ
り
平
成
三
十
年
度
の
事
業
報

告
が
あ
り
、
次
に
審
議
事
項
と
し
て
平
成
三

十
年
度
の
決
算
報
告
が
江
波
役
員
よ
り
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
連
し
た
会
計
監

査
が
倉
田
役
員
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
案
が
川
島

役
員
よ
り
、
同
収
支
予
算
案
が
江
波
役
員
よ

り
提
出
説
明
さ
れ
、
報
告
・
審
議
事
項
と
も

異
議
な
く
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
各
役
員
の
二
年
の
任
期
終
了
に
と

も
な
い
令
和
元
年

度
役
員(

幹
事)

の

改
選
案
が
提
出
さ

れ
審
議
事
項
と
し

て
支
部
長
・
副
支
部

長
・
監
査
委
員
の
各

氏
。
承
認
事
項
と
し

て
幹
事
長
・
副
幹
事

長
の
各
氏
。
報
告
事
項
と
し
て
会
計
幹
事
・

総
務
幹
事
・
広
報
幹
事
・
事
業
幹
事
・
地
域

幹
事
の
各
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
異
議
な
く
改
選

さ
れ
ま
し
た
。
（
役
員
一
覧
は
下
記
を
参
照

く
だ
さ
い
）
以
上
で
総
会
議
事
は
滞
り
な
く

終
了
し
、
来
賓
の
挨
拶
に
多
摩
支
部
柳
沢
幹

事
長
か
ら
最
近
の
明
治
大
学
の
話
題
・
校
友

会
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
当
支
部

の
伊
藤
幹
事
長
の
閉
会
の
辞
で
総
会
第
一

部
を
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。 

第
二
部
は
全
員
の
記
念
撮
影
か
ら
始
ま

り
次
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
お
馴
染

み
の
立
川
志
獅
丸
師
匠
に
よ
る
落
語
が
一

席
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
師
匠
紹
介
で
は
当
地

域
支
部
の

最
長
老
で

あ
る
片
柳

先
輩
（
昭

和
二
十
四

年
法
卒
）

が
志
獅
丸

師
匠
の
真

打
昇
進
を

祝
福
し
ま

し
た
。
お

楽
し
み
の

懇
親
会
は

川
島
役
員
の
軽
妙
な
司
会
の
も
と
小
平
地

域
支
部
の
土
井
支
部
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

始
ま
り
ま
し
た
。
来
賓
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む

よ
う
に
配
置
さ
れ
た
席
に
は
オ
ー
ド
ブ

ル
・
寿
司
・
ビ
ー
ル
・
ワ
イ
ン
な
ど
盛
り
沢

山
の
飲
み
物
や
料
理
が
並
び
食
べ
飲
み
な

が
ら
親
睦
の
輪
が
広
が
り
深
い
絆
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
半
ば
で
清
瀬
地
域
支
部
粕
川
幹

事
長
・
村
山
地
域
支
部
野
口
副
支
部
長
よ
り

お
話
を
い
た
だ
き
、
ま
た
新
役
員
の
抱
負
が

あ
り
、
最
後
に
當
麻
役
員
の
指
揮
に
よ
る
エ

ー
ル
の
交
換
と
全
員
が
立
ち
上
が
り
肩
を

組
み
母
校
明
治
の
校
歌
を
高
ら
か
に
斉
唱

し
て
閉
会
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

●
令
和
元
年
度
の
新
任
の
役
員(

幹
事)  

地
域
支
部
長 

義
江
邦
夫
（
昭
３
９
・
商
） 

 
 
 
 

 

副
支
部
長 

 

永
倉
聡
一
（
昭
２
６
・
工
） 

 

副
支
部
長 

 

松
江
康
司
（
昭
４
９
・
法
） 

 

幹
事
長 

 
 

伊
藤
謙
一
（
昭
４
６
・
経
営
） 

副
幹
事
長 

 

峯
岸
文
男
（
昭
４
６
・
院
農
） 

総
務
担
当 

 

島
津
進
一
（
昭
５
５
・
工
） 

 

 

同 
 
 
 

田
淵
幹
夫
（
昭
５
７
・
商
） 

会
計
担
当 

 

並
木
文
子
（
昭
５
７
・
商
） 

広
報
担
当 

 

夏
目 

忠
（
昭
３
２
・
商
） 

同 
 
 
 

川
島
英
明
（
昭
６
３
・
政
経
） 

事
業
担
当 

 

倉
田
易
生
（
昭
３
７
・
法
） 

同 
 
 
 

長
谷
川
正
次
（
昭
５
１
・
商
） 

同 
 
 
 

柴
田 

威
（
昭
５
８
・
法
） 

女
子
会
担
当 

江
波
洋
子
（
昭
３
７
・
短
経
） 

地
域
担
当 

 

當
麻
一
哉
（
昭
６
１
・
工
） 

同 
 
 
 

小
関
裕
弘
（
昭
３
２
・
政
経
） 

監
査 

 
 
 

橘 

素
子
（
昭
５
７
・
法
） 

監
査 

 
 
 

大
原
康
雄
（
昭
６
１
・
政
経
） 

（
役
員
の
任
期
は
二
年
間
） 

 

 
明
治
大
学
校
友
会 

東
久
留
米
地
域
支
部
会
報 

第
十
七
号
（
令
和
元
年
９
月
） 
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●
第
１
６
回
明
球
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

１
３
名
が
参
加
し
て
開
催 

新
役
員
の
田
淵
さ
ん
（
昭
５
７
・
商
）
優
勝 

令
和
元
年
初
の
東
久
留
米
地
域
支
部
主
催

の
第
１
６
回
明
球
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
６
月

５
日
（
水
）
埼
玉
県
の
児
玉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
に
１
３
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当

日

は
心
地

よ
い
薫

風
の
中

で
熱
戦

が
繰
り

広
げ
ら

れ
ま
し

た
が
猛

練
習
の

効
果
の

で
た
田
淵
さ
ん
が
ネ
ッ
ト
７
２
の
パ
ー
プ
レ

イ
で
初
優
勝
の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。
準
優
勝
は

峯
岸
さ
ん(

昭
４
６
・
院
農)

。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

は
８
６
の
倉
田
さ
ん
（
昭
３
７
・
法
）。
今
回

も
小
平
地
域
支
部
か
ら
岡
本
さ
ん
（
昭
３
５
・

商
）
岸
川
さ
ん
（
昭
４
２
・
工
）
新
座
市
よ
り

加
茂
さ
ん
（
昭
３
５
・
経
）
が
参
加
さ
れ
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。
プ
レ
イ
終
了
後
に
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
の
二
階
で
表
彰
式
と
懇
親
会
が
開
か
れ

各
人
の
ゴ
ル
フ
の
話
題
や
近
況
報
告
が
な
さ

れ
楽
し
い
懇
談
の
場
と
な
り
ま
し
た
。 

義
江
支
部
長
よ

り
優
勝
の
栄
を

称
え
ら
れ
た
田

淵
さ
ん
は
「
倉

田
先
輩
の
指
導

の
お
か
げ
で
ゴ

ル
フ
を
始
め
て

初
の
優
勝
と
１

０
０
を
切
る
こ
と
が
で
き
大
満
足
で
す
。
明
球

会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
」
と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。（
写
真
の
右
が
田
淵
さ
ん
） 

倉
田
幹
事
よ
り
第
１
７
回
の
明
球
会
は
１
１

月
６
日
（
水
）
児
玉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開

催
の
案
内
が
あ
り
再
会
を
約
し
て
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
も
会
の
運
営
で
倉
田
さ
ん
．

賞
品
の
手
配
に
当
っ
て
く
れ
た
峯
岸
さ
ん
、
前

回
優
勝
の
小
関
さ
ん
よ
り
二
ア
ピ
ン
賞
と
し

て
商
品
券
の
寄
付
な
ど
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

東
久
留
米
地
域
支
部
の
ゴ
ル
フ
明
球
会
は
競

技
ゴ
ル
フ
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
親
睦
ゴ
ル

フ
で
す
か
ら
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
和
気

あ
い
あ
い
の
楽
し
い
ゴ
ル
フ
が
モ
ッ
ト
ー
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
１
１
月
の
ゴ
ル
フ

に
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。 

●
第
１
７
回
明
球
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

１
１
月
６
日
（
水
）
児
玉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

校
友
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

●
お
問
合
せ 

倉
田
ま
で 

 

私
の
ゴ
ル
フ
人
生 

●
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
と
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
達
成 

倉
田
易
生
（
昭
３
７
・
法
） 

私
が
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
新
卒
で
入

社
し
て
３
，
４
年
頃
。
約
半
世
紀
前
の
事
に
な
り
ま

す
。
た
ま
た
ま
隣
の
部
署
に
東
京
教
育
大(

現
・
筑

波
大)

ゴ
ル
フ
部
出
身
の
先
輩
が
居
て
、
そ
の
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
当
時
社
内
で
は
ゴ
ル
フ
の
出
来
る

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
何
か
に
つ
け
彼
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
受
け
半
年
ほ

ど
直
接
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
そ
し
て
マ

ナ
ー
を
徹
底
し
て
た

た
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

最
初
は
止
ま
っ
て
い

る
ボ
ー
ル
を
打
つ
の

だ
か
ら
簡
単
な
事
だ

と
思
い
つ
つ
練
習
を
始
め
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て

ど
う
し
て
、
と
ん
で
も
な
い
。
最
初
は
当
ら
な
い
飛

ば
な
い
真
す
ぐ
行
か
な
い
本
当
に
難
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
内
慣
れ
て
く
る
と
、
や
れ
ば

や
る
程
、
奥
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
、
又
面
白
さ
も

倍
増
し
て
や
み
つ
き
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
真

摯
に
向
き
合
い
練
習
を
続
け
ま
し
た
。
こ
れ
迄
に

色
々
な
方
々
と
色
々
な
コ
ー
ス
で
ご
一
緒
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
が
ゴ
ル
フ
は
本
当
に
人
生
を
楽
し
く

豊
か
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

ゴ
ル
フ
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
①

老
若
男
女
を
問
わ
ず
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の

で
同
一
の
フ
イ
ー
ル
ド
で
プ
レ
イ
が
出
来
る
。
②
ゴ

ル
フ
を
通
し
て
仲
間
の
和
が
広
が
る
。
③
ラ
ウ
ン
ド

す
る
こ
と
に
よ
り
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
。 

こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
長
く
ゴ
ル
フ
が
出
来
る

様
に
と
毎
日
２
０
分
余
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
腹
筋
、

背
筋
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
ス
ト
レ
ッ
チ
等
々
）
欠
か
さ

な
い
様
に
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
ま
た
健
康
維
持

に
も
適
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

ゴ
ル
フ
を
始
め
て
５
０
年
余
り
に
な
り
ま
す
が

真
摯
に
努
力
し
な
が
ら
ゴ
ル
フ
に
取
り
組
め
ば
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
ま
す
。
世
界
中
の
ゴ
ル
フ
ァ

ー
の
夢
で
あ
る
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
と
エ
イ
ジ
シ
ュ

ー
ト
の
両
方
を
私
は
達
成
し
て
お
り
ま
す
。 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
平
成
３
０
年
１
０
月
２
４

日
大
分
県
の
別
府
ゴ
ル
フ
カ
ン
ト
リ
鶴
見
コ
ー
ス

で
達
成
。
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
は
７
６
歳
の
平
成
２
７

年
６
月
の
明
球
会
の
コ
ン
ペ
の
７
５
ス
ト
ロ
ー
ク

で
達
成
し
た
の
を
皮
切
り
に
平
成
２
９
年
５
月
の

大
宮
国
際
で
７
８
歳
の
７
８
ス
ト
ロ
ー
ク
。
同
年
の

６
月
小
平
地
域
支
部
の
コ
ン
ペ
で
７
８
ス
ト
ロ
ー

ク
。
平
成
３
０
年
別
府
の
扇
山
コ
ー
ス
で
７
９
歳
の

７
８
ス
ト
ロ
ー
ク
。
平
成
最
後
の
３
１
年
に
明
大
多

摩
支
部
主
催
の
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
８
０
歳
の
歳

よ
り
８
ス
ト
ロ
ー
ク
少
な
い
自
分
で
も
驚
異
的
な

７
２
ス
ト
ロ
ー
ク
で
達
成
し
ま
し
た
。 

こ
の
様
に
５
回
も
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成
し

て
い
ま
す
が
ほ
と
ん
ど
が
６
千
ヤ
ー
ド
前
後
の
短

い
コ
ー
ス
設
定
で
私
向
き
の
コ
ー
ス
で
す
。
全
て
の

ス
コ
ア
カ
ー
ド
を
同
伴
者
の
サ
イ
ン
を
頂
い
て
大

切
に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
宝
物
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
年
を
重
ね
る
毎
に
体
力

も
落
ち
飛
距
離
も
往
事
に
比
べ
２
番
手
も
違
っ
て

き
ま
し
た
。
で
も
こ
の
年
代
に
な
る
と
結
果
は
ど
う

で
あ
れ
元
気
で
楽
し
く
１
８
ホ
ー
ル
を
回
れ
る
こ

と
が
何
よ
り
で
完
走
で
き
た
事
に
感
謝
し
な
け
れ

ば
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
今
、
健
康
で

あ
る
左
証
で
も
あ
る
の
で
す
。
有
難
う
ゴ
ル
フ
。 

（
写
真
は
多
摩
支
部
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
７
２

で
優
勝
の
倉
田
さ
ん
と
優
勝
カ
ッ
プ
） 
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●
散
策
の
会 

山
崎
パ
ン
武
蔵
野
工
場 

パ
ン
の
出
来
る
ま
で
を
見
学 

さ
る
六
月
二
十
二
日(

土)

梅
雨
の
最
中
を
市
内

柳
窪
に
東
京
ド
ー
ム
の
１
・
５
倍
の
面
積
を
誇
る
山

崎
製
パ
ン
株
式
会
社
武
蔵
野
工
場
を
十
九
名
の
校

友
と
そ
の
家
族
が
訪
れ
て
パ
ン
の
製
造
過
程
を
見

学
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
全
職
員
か

ら
拍
手
で
暖
か
く
迎

え
ら
れ
一
旦
、
会
議
室

に
入
り
同
社
原
田
武

蔵
野
工
場
長
様
か
ら

会
社
の
概
要
、
武
蔵
野

工
場
の
現
況
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
食
品
工
場
な
ら
で
は
全
員
が
白
キ
ャ
ッ
プ
、
マ

ス
ク
、
白
の
コ
ー
ト
な
ど
に
身
を
固
め
衛
生
対
策
を

万
全
に
し
て
工
場
に
入
り
パ
ン
製
造
過
程
の
見
学

と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
主
力
の
食
パ
ン
の
ラ
イ
ン
の

見
学
か
ら
始
ま
り
菓
子
パ
ン
・
ペ
ス
ト
リ
ー
の
ラ
イ

ン
と
続
き
そ
の
合
間
に
出
来
立
て
の
商
品
の
試
食

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
パ
ン
生
地
の
作
業
か

ら
焼
き
あ
が
る
ま
で
の
一
連
の
自
動
大
型
機
に
よ

る
作
業
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
一
方
、
菓
子
パ

ン
の
風
味
を
出
す
た
め
の
人
力
に
よ
る
作
業
な
ど

最
高
の
品
質
を
追
求
す
る
姿
勢
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
見
学
後
、
校
友
は
「
職
員
や

現
場
の
作
業
員
の
礼
儀
正
し
い
対
応
と
食
品
・
安
全

衛
生
管
理
が
行
き
届
き
感
動
し
た
」
と
の
感
想
。 

●
山
崎
製
パ
ン
は
昭
和
２
３
年
創
業
。
北
海
道
か
ら
熊

本
ま
で
全
国
に
工
場
を
配
置
し
て
二
千
五
百
台
の
パ
ン
運

搬
車
が
新
鮮
な
パ
ン
を
毎
日
食
卓
に
届
け
て
い
ま
す
。
武

蔵
野
工
場
は
昭
和
３
８
年
操
業
。
同
社
は
売
り
上
げ
で
パ

ン
市
場
の
過
半
数
以
上
を
占
め
る
ト
ッ
プ
企
業
で
す
。 

こ
の
度
の
見
学
会
は
同
社
出
身
の
義
江
支
部
長
の
お
骨

折
り
で
実
現
し
、
パ
ン
の
お
土
産
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

●
随
筆
・
明
治
大
学
と
私 

 
 

片
柳
文
夫 

旧
制
中
学
生
の
時
に
終

戦
を
迎
え
た
私
は
自
由
な

時
代
を
謳
歌
し
よ
う
と
大

学
進
学
を
決
意
し
苦
手
な

数
学
が
な
い
明
治
の
法
学

部
を
選
び
ま
し
た
。 

サ
ー
ク
ル
活
動
は
興
味
の
あ
っ
た
犯
罪
学
研
究
部 

（
通
称
犯
研
）
に
入
部
。
部
室
は
旧
記
念
館
講
堂 

の
最
上
階
ド
ー
ム
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
間 

も
な
い
大
学
は
元
戦
争
の
勇
士
が
復
学
し
独
特
の 

殺
気
だ
つ
雰
囲
気
が
教
室
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
日
、
犯
研
の
先
輩
の
命
令
で
資
料
を
謄
写 

版
刷
り
を
し
て
い
る
と
元
学
徒
兵
の
先
輩
よ
り
警 

視
庁
へ
行
き
自
警
誌
を
受
け
取
っ
て
こ
い
と
言
は 

れ
ま
し
た
。
私
は
「
仕
事
中
で
す
」
と
断
る
と
空 

き
室
に
連
れ
て
行
か
れ
「
足
を
開
い
て
立
て
」
「
歯 

を
食
い
縛
れ
」
「
俺
は
特
攻
の
生
き
残
り
だ
。
お
前 

ら
に
馬
鹿
に
さ
れ
て
た
ま
る
か
」
と
云
っ
て
鉄
拳 

が
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
手
拭
で
頬
を
冷
や
し
て
帰 

宅
し
ま
し
が
、
私
も
旧
制
中
学
生
の
頃
に
軍
人
勅 

諭
な
ど
を
暗
記
す
る
事
で
配
属
将
校
か
ら
散
々
殴 

ら
れ
ま
し
た
が
、
平
和
な
時
代
を
迎
え
た
大
学
で 

殴
ら
れ
る
と
は
本
当
に
驚
き
ま
し
た
。 

 

戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
に
母
が
玉
蜀
黍
の
粉
を 

御
粥
状
に
作
っ
て
く
れ
た
弁
当
を
教
室
で
食
べ
て 

い
た
と
こ
ろ
栃
木
の
農
家
出
身
の
学
友
が
見
か
ね 

て
、
翌
日
に
鞄
一
杯
に
米
を
詰
め
て
差
し
入
れ
て 

く
れ
た
の
も
有
難
く
涙
が
こ
ぼ
れ
る
思
い
出
で
す
。 

授
業
が
終
わ
る
と
必
ず
新
橋
で
下
車
し
銀
座
に 

向
か
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
訳
が
あ
っ
て
駐
留
の
米 

兵
達
の
露
天
で
の
買
物
に
跡
を
つ
け
英
語
の
や
り 

取
り
を
聞
き
英
会
話
の
勉
強
の
足
し
に
し
ま
し
た
。 

い
つ
し
か
簡
単
な
会
話
が
出
来
る
様
に
な
り
、
明 

大
祭
の
時
は
刑
事
博
物
館
の
展
示
品
の
説
明
を
犯 

研
の
一
員
と
し
て
米
兵
達
に
英
語
で
話
し
た
思
い

出
も
昨
日
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

九
十
歳
に
な
っ
た
今
、
明
治
大
学
の
思
い
出
だ 

け
は
し
っ
か
り
と
心
に
留
め
て
お
き
た
い
と
思
う 

今
日
こ
の
頃
で
す
。
（
昭
和
２
４
・
法
）
氷
川
台 

●
東
久
留
米
役
員
会
だ
よ
り 

４
月
１
３
日
第
九
四
回
役
員
会
・
１
１
名
出
席 

 

多
摩
支
部
関
係
で
は
役
員
改
選
年
に
当
り
支

部
長
、
副
支
部
長
・
幹
事
長
の
就
任
予
定
者
の

名
が
明
か
さ
れ
る
。
会
則
の
改
定
に
つ
い
て
の

説
明
。
近
隣
地
域
支
部
の
総
会
へ
出
席
の
役
員

の
確
認
と
そ
の
他
。
当
地
域
支
部
関
係
で
は
定

期
総
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
回
の
役
員
会
へ

持
越
し
。
散
策
の
会
で
「
山
崎
パ
ン
武
蔵
野
工

場
」
が
決
定
し
、
日
程
の
調
整
。
立
川
志
獅
丸

真
打
披
露
落
語
会
へ
出
席
者
を
募
る
。 

５
月
１
１
日
第
九
五
回
役
員
会
・
１
５
名
出
席 

 

義
江
支
部
長
よ
り
七
月
開
催
の
多
摩
支
部
定

時
総
会
へ
参
加
の
要
請
。
多
摩
支
部
傘
下
の
合

同
コ
ン
ペ
に
当
支
部
の
倉
田
役
員
が
優
勝
の
報

告
。
当
地
域
支
部
の
定
時
総
会
に
つ
い
て
詳
細

の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
参
加
者
３
０
名
の
予
定
。 

山
崎
パ
ン
見
学
会
の
日
程
と
参
加
者
の
決
定
。

明
大
和
泉
校
舎
見
学
会
は
６
月
１
５
日
に
決
定
。 

６
月
８
日
第
九
六
回
役
員
会
・
１
２
名
出
席 

 

近
隣
地
域
支
部
の
総
会
に
出
席
の
役
員
よ
り

内
容
報
告
。
７
月
の
多
摩
支
部
総
会
へ
６
名
参

加
予
定
。
５
月
開
催
の
当
地
域
支
部
定
時
総
会

の
感
想
と
反
省
を
各
人
か
ら
発
言
。
お
お
む
ね

好
評
の
意
見
が
占
め
る
。
８
月
の
立
川
志
獅
丸

の
真
打
披
露
会
へ
８
名
が
参
加
予
定
。
倉
田
明

球
会
幹
事
よ
り
６
月
５
日
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

報
告
。
広
報
担
当
よ
り
総
会
の
報
告
を
兼
ね
た

会
報
１
７
号
は
９
月
２
５
日
頃
発
行
予
定
。 

７
月
１
３
日
第
九
七
回
役
員
会
・
１
２
名
出
席 

 

義
江
支
部
長
よ
り
多
摩
支
部
役
員
会
の
報
告 

本
部
校
友
会
会
長
に
北
野
明
大
名
誉
教
授
が
就

任
予
定
。
来
年
の
全
国
校
友
大
会
は
香
川
県
高

松
市
に
決
定
。
来
年
の
多
摩
支
部
総
会
の
担
当

地
域
支
部
が
決
ま
り
義
江
支
部
長
が
大
会
実
行

委
員
長
に
就
任
。
当
地
域
支
部
関
係
で
は
設
立

１
０
周
年
事
業
を
令
和
３
年
実
施
に
決
定
。
来

年
の
総
会
は
５
月
２
３
日
（
土
）
を
予
定
。
新

会
員
勧
誘
の
件
で
協
議
。
１
７
号
広
報
に
つ
い

て
９
月
１
４
日
見
本
紙
提
出
。
同
２
４
日
（
火
）

発
送
を
確
認
。
役
員
の
提
案
に
よ
り
８
月
３
１

日
夕
方
よ
り
納
涼
親
睦
会
を
市
内
で
開
催
。 

（
８
月
の
役
員
会
は
休
会
） 

 

●令和元年・総会スナップ 

上段右より受付・エールの指揮 

義江支部長・全員で校歌斉唱 

下段右より落語の一席・校友 

物故者へ黙祷・恒例明大募金 

箱へ献金の志獅丸師匠（右） 

献金の志獅丸師匠（右） 
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●
明
治
大
学
校
友
会
東
京
都
多
摩
支
部 

定
時
総
会
を
７
月
７
日
に
開
催 

２
５
７
名
の
校
友
が
参
加 

 

当
地
域
支
部
の
上
部
組
織
で
あ
る
東
京
都
多
摩

支
部
の
令
和
元
年
度
の
定
時
総
会
は
７
月
７
日
（
日
）

午
後
１
時
よ
り
立
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
４
階
の
大

宴
会
場
に
東
久
留
米
か
ら
の
７
名
を
含
め
２
５
７

名
の
校
友
が
参
加
し
３
部
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 第

１
部
は
総
会
に

先
立
ち
「
人
は
深
い

ふ
れ
あ
い
の
中
で
自

己
を
知
る
」
の
テ 

ー
マ
で
明
治
大
学
文

学
部
諸
富
祥
彦
教
授

に
よ
る
公
開
講
演
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

臨
床
心
理
の
理
論
を

軸
に
人
と
の
繋
が
り

を
実
践
手
法
を
交
え
た
も
の
で
出
席
者
を
大
変
魅

了
い
た
し
ま
し
た
。 

第
２
部
の
総
会
は
開
会
の
こ
と
ば
、
支
部
長
挨
拶
、

ご
来
賓
紹
介
に
続
き
明
治
大
学
を
代
表
し
て
会
田

文
学
部
長
が
学
術
・
国
際
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
あ
ら

ゆ
る
面
で
明
治
の
躍
進
ぶ
り
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
議
長
選
出
後
、
議
事
に
入
り
第
１
号
議

案
か
ら
６
号
議
案
を
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
新
支

部
長
に
小
平
地
域
支
部
所
属
の
當
麻
功
氏
（
昭
３

９
・
商
）
が
選
ば
れ
、
令
和
初
の
定
時
総
会
も
無
事

終
了
し
ま
し
た
。 

第
３
部
の
懇
親
会
は

ご
来
賓
の
祝
辞
、
校
友

会
東
京
都
西
部
桜
井

支
部
長
に
よ
る
乾
杯
。

各
地
域
支
部
ご
と
に

中
華
料
理
の
円
卓
が

用
意
さ
れ
て
祝
宴
に

入
り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
明

治
大
学
ビ
ッ
グ
・
サ
ウ

ン
ド
・
ソ
サ
エ
テ
イ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
が
ジ
ャ

ズ
を
中
心
に
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

各
地
域
の
校
友
と
の
親
睦

が
図
ら
れ
、
最
後
に
輪
に

な
り
肩
を
組
み
校
歌
を
三

番
ま
で
斉
唱
。
明
治
大

学
・
多
摩
支
部
の
万
歳
三

唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
七
夕
は
雲
に
隠

れ
ま
し
た
が
、
来
年
の
再

会
を
楽
し
み
に
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。 

 

 
 

●
校
友
会
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

第
５
５
回
全
国
校
友
千
葉
大
会 

１
０
月
６
日
（
日
）
千
葉
市
で
開
催 

年
に
一
度
、
全
国
各
地
の
校
友
が
一
堂
に
会
し
旧

交
を
温
め
る
明
治
大
学
校
友
会
主
催
の
「
全
国
校
友

大
会
」
が
来
る
１
０
月
６
日
（
日
）
千
葉
市
・
幕
張

メ
ッ
セ
を
大
会
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
１
０

月
５
日
の
前
夜
祭
は
東
京
ベ
イ
舞
浜
ホ
テ
ル
ク
ラ

ブ
リ
ゾ
ー
ト
で
イ
ベ
ン
ト
を
交
え
な
が
ら
懇
親
会

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。 

お
問
合
せ
☎
義
江
ま
で 

第
２
２
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー 

１
０
月
２
７
日
（
日
）
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス 

校
友
や
そ
の
家
族
・
友
人
を
母
校
に
迎
え
る
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
全
校
友
対
象
の
ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
で
き
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
毎
年
多
く
の
校
友
や

家
族
が
参
加
。
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
各
会
場
で
講

演
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
物
産
展
な
ど
母
校
の
発
展
を

目
の
あ
た
り
に
し
充
実
の
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
当
日
の
開
会
式
な
ど
特
別
招
待
は
次
の

年
卒
の
皆
様
に
事
務
局
か
ら
ご
自
宅
へ
招
待
状
が

送
ら
れ
ま
す
。 

昭
和
３
４
年
卒
・
昭
和
４
４
年
卒
・
昭
和
５
４
年
卒 

平
成
１
年
卒
・
平
成
１
１
年
卒
・
平
成
２
１
年
卒 

東
久
留
米
地
域
支
部 

催
し
も
の
ご
案
内 

●
明
治
大
学
和
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会 

１
０
月
１
９
日
（
土
）
東
久
留
米
駅
西
口 

ロ
ー
タ
リ
９
時
集
合 

６
月
の
豪
雨
で
延
期
さ
れ
た
母
校
和
泉
校
舎
の

見
学
会
で
す
。
多
く
の
校
友
の
参
加
を
お
待
ち
い
た

し
ま
す
。
和
泉
校
舎
は
最
新
の
設
備
を
誇
る
メ
デ
ィ

ア
棟
や
滞
在
型
の
図
書
館
・
国
際
混
住
寮
な
ど
話
題

の
建
物
を
見
学
予
定
で
す
。
お
問
合
せ
は
・
・
・ 

峯
岸
・
倉
田
ま
で 

●
第
１
７
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

１
１
月
６
日
（
水
）
児
玉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

恒
例
の
秋
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
爽
や
か
な

秋
風
が
高
原
を
抜
け
る
１
１
月
６
日
に
埼
玉
県
北

部
の
児
玉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

健
康
で
楽
し
い
ゴ
ル
フ
を
モ
ッ
ト
ー
の
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
で
す
か
ら
初
心
者
も
上
級
者
も
一
緒
に
な
っ

て
親
睦
が
図
ら
れ
ま
す
。
お
問
合
せ
は
・
・
・ 

倉
田
ま
で 

●
ラ
グ
ビ
ー
同
好
会 

明
早
戦
を
指
定
席
で
応
援 

１
２
月
１
日
（
日
）
秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場 

昨
年
日
本
一
に
輝
い
た
明
治
の
ラ
グ
ビ
ー
部
は

令
和
に
入
っ
て
も
好
調
を
維
持
し
春
季
の
大
会
で

は
全
戦
全
勝
で
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
伝
統
の

一
戦
を
校
友
と
共
に
指
定
席
で
応
援
観
戦
し
ま
せ

ん
か
。
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
・
・
・ 

小
関
ま
で 

 

●
中
止
と
延
期
の
お
知
ら
せ 

前
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
１
０
月
１
９
日
・
女
子

会
企
画
の
「
市
内
河
川
流
域
の
遺
跡
を
歩
く
」
は
諸

般
の
事
情
に
よ
り
明
春
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
。 

  

＊
地
域
支
部
の
報
告
と
お
知
ら
せ 

●
納
涼
飲
み
会
を
開
催 

８
月
３
１
日
（
土
）
夕
方
５
時
よ
り
東
久
留
米
駅

前
の
中
華
料
理
屋
の
大
連
に
役
員
幹
事
１
３
名
が

集
ま
り
納
涼
飲
み
会
を
開
き
ま
し
た
。
当
日
は
夕
涼

み
が
て
ら
女
子
幹
事
も
参
加
さ
れ
、
近
況
報
告
・
秋

の
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。 

●
七
月
の
清
瀬
紫
紺
句
会
へ
三
名
参
加 

・
細
見
逍
子
主
宰
選 

 

炎
昼
や
船
が
舟
曳
く
隅
田
川 

 

文
夫 

 

暗
闇
に
指
の
触
れ
た
る
蛍
狩 

 

康
司 

滴
り
の
や
が
て
潤
す
千
枚
田 

 

忠 

●
明
大
サ
ポ
ー
ト
募
金
箱
に
つ
い
て 

今
年
も
東
久
留
米
地
域
支
部
の
定
時
総
会
の
席

で
校
友
の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
募
金
箱

に
二
万
五
千
三
百
五
十
円
集
ま
り
ま
し
た
の
で
早

速
担
当
者
を
通
し
て
明
治
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備

サ
ポ
ー
ト
基
金
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

●
校
友
の
當
麻
さ
ん
市
会
議
員
に
当
選 

さ
る
４
月
２
１
日
に
行
わ
れ
た
東
久
留
米
市
の

市
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
さ
れ
た
当
地
域
支
部

役
員
幹
事
の
當
麻
さ
ん
（
昭
６
１
・
工
）
が
多
く
の

人
か
ら
信
任
を
得
て
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
初
出
馬
な

が
ら
の
当
選
で
市
政
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

●
訃
報
の
お
知
ら
せ 

山
口
達
夫
氏
（
昭
３
５
・
政
経
）
が
６
月
２
６
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
８
２
歳
。
山
口
氏
は
東

久
留
米
地
域
支
部
の
設
立
に
大
い
に
尽
力
さ
れ
平

成
二
十
三
年
六
月
の
設
立
総
会
で
支
部
長
に
推
挙

さ
れ
四
年
間
に
わ
た
り
会
の
運
営
・
発
展
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 
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